
チーム医療について考える

医師のキャリアパスを考える医学生の会



「医師のキャリアパスを考える医学生の会」とは

 2008年11月11日に発足、現在69大学550人
以上が参加する医学生のネットワーク



これまでの活動

勉強会・交流会

4/3 チーム医療ワークショップ

6/12 第9回勉強会(本田宏先生) 

8/4～5 チーム医療亀田ツアー

8/17～18 第3回放射線医学見学ツアー

10/3 第10回勉強会（岡田先生・中村先生）
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従来型医療の問題点

縦割り型医療

→各職種間・医局間の壁（仕事の押し付け合い）

→その道の専門家の意見を聞きづらい雰囲気

医師とコメディカルの間の主従関係

パターナリズム（父権主義）

→患者不在の医療

→市民の意識変化

→チーム医療へ！



チーム医療ワークショップ

２０１０年４月開催

９職種のシンポジスト

（病院管理者,医師,看護師,透析看護師,

管理栄養士,理学療法士,SW,事務・企画部）

１６大学学部５５人の参加者

ロールプレイングゲーム（透析に関して）



チーム医療亀田ツアー

２０１０年８月４～５日

１６大学 医・薬・看護学部３１名の参加者

レクチャー・病院見学・グループディスカッ
ション・バーベキュー交流会…etc.

実際の医療現場に触れて、チーム医療につい
て考えた。





チーム医療とは？

チーム医療（ちーむいりょう）とは、医療環境
のモデルのひとつ。従来、医師が中心となって
医療業務を形成していたが、医療従事者がお互
い対等に連携することで患者中心の医療を実現
しようというものである。『「チーム医療」の
理念と現実』（細田満和子著、日本看護協会出
版会、2003年、2009年オンデマンド版）によれ
ば、チーム医療は4つの要素－「専門性志向」
「患者志向」「職種構成志向」「協働志向」－
に分けられる。

（Wikipedia：「チーム医療」より）

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%BB%E5%B8%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%82%A3%E8%80%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%BB%E7%99%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E7%94%B0%E6%BA%80%E5%92%8C%E5%AD%90


チーム医療では

患者さんの願いを叶える！

そのために…

1.患者さんもチームの一員である

2.チーム構成は変わる

3.立場は対等

4.助け合い



チーム医療を構成する人々
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チーム医療を実現するには？

信頼関係の構築

互いを尊敬する

インフラ整備

患者さんの意識改革



チーム医療教育の現状と問題点

８０医科大学中…

チーム医療教育を掲げているのは？

他職種の学部と触れ合う機会がある大学は？

→この状態で互いに信用できる？

→互いを信用できる土台作りが必要！



解決策

もっと他学部生と交流をもとう！

（ほっと医療学会、学内の部活…etc.）

本を読もう！

Cf. 『がん闘病とコメディカル』

福原麻希（講談社）
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ご清聴ありがとうございました！

ご意見・ご質問はdoctorscareer@gmail.comまで！


